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永野耐逝･花安選外 ･大曲 徴(金沢大 ･
医)
I言古モ班 良和血球のヒト赤血球抗原型活性
20校68頭の血掛 こついて6石Iiの叩眼モノクロ
ーナル抗体(MoAb)を含むヒト亦血球抗原型判
定用試薬で凝集反応および解放法により検充した｡
従来の抗血清でチンパンジーはA型,テナガザル
はBまたはAB型,ヒヒ,大部分のマカカ周,ヨ
ザル,リスザル,ワタポウシタマリン,オオガラ
ゴはB型,フサオマキザルはAB型,ブタオザル
は0帥型活性を示した.チンパンジー,テナガザ
ル,ヒヒ等ではMoAbでも上記同様の型活性を示
した｡MN型では,チンパンジー,ヒヒ,マカカ
屈,ヨザル,ワタポウシタマ.)ン,オオガラゴ等
が弱いM活性を示したが,抗MMoAbでは全例
陰性であった｡N拓性はチンパンジーのみ勘性で
あった｡Lewis活性はチ>パンジーなど8位でLe
(a-b+)型,ニホンザルやベニガオザルで Le
(a+b-)と(a-b+)の両型がみられた｡
l 赤血球膜栂タンパクのヒト赤血球抗原型活
性
チンパンジー,ヒヒおよびニホンザルの赤血球
膜をSDS-PAGE後タンパクおよはPAS両染色
を行うと,ヒトのバンドとは異なる様々のバター
ンを認めた｡現在更に検討を進めていろ｡
皿 免疫紐n化学的方法による組綴細胞内血液
型活性の検索 :ニホンザル5例の光顕組綴切片
(ホルマリン固定･パラフィン包埋 )を作製し,
モノクローナル抗体とbiotin-avidin法で検索
した｡
ABO的悟性 :5例中3例でB活性,2例でH
活性が血管内皮,肺臓腺房細胞と胃粘膜に認めら
れ,血管内皮と同一活性が,肺胞上皮(B2例,
Hl例),尿細管の一部(B,H各1例 )と小股
枯畷(8例中Bl例,H2例)で検出された｡
Lewis活性 :Lea活性は肺胞上皮(8例),大
型肝内胆管(1例),腎臓鵜合管と尿細管の一部
(4例 ),肝臓中田(8例),田･小脳･大隅枯
膜と血管内皮(1例)に,Leb活性は大型肝内胆
管(1例),肺臓原田細胞･中腎(4例)と前記
消化管粘膜で認められた｡以上,本観察条件下で
は,赤血球股のABO帖 性,肝臓小袋問胆管の
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